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 「棒茶（炒り茶）」は茶の茎を焙煎したほうじ茶で、独特の香ばしさが特徴で

ある。棒茶は石川県金沢市が発祥の地とされ、石川県でお茶といえば棒茶、とい

われるほど地元で愛飲されている。一方で、県外にはあまり知られておらず、全

国的には珍しいお茶である。一般に、ほうじ茶と言えば３、４番茶などの下級茶

の茶葉を焙煎したものであり、低品質な印象を受ける。ところが、石川県の棒茶

は、１番茶を用いることも多く、一般のほうじ茶に比べ、香り、味ともに豊かで

ある。 

棒茶が石川県の文化に根付いたのは、加賀藩が礎を築いた、石川県の茶文化の

発展に端を発するものと考えられている。加賀藩の美術、工芸、芸能などの産業、

文化を奨励した第三代藩主の前田利常は、裏千家の始祖 千仙叟宗室を金沢に招

いて茶道興隆に尽力すると共に、石川県小松市を中心に茶樹植栽を推進した。幕

末、明治初期においてお茶の生産量は増加し、明治２０年頃には最盛期を迎えた。

「加賀茶業の流れ（米沢喜六 著）」によれば、明治３５年頃に金沢市の林屋新兵

衛が棒茶を開発し、その後、棒茶は県内に普及した。昭和５８年に石川県で行わ

れた植樹祭の際、昭和天皇は加賀市の老舗企業が献上した最高級の棒茶をお気に

召され、お持ち帰りされたという逸話も残っている。現在も、県内十数社がそれ

ぞれ独自の方法で棒茶を自家焙煎し、その味を高め合っており、個性的な棒茶文

化が形成されている。 

棒茶の最大の魅力は香りにある。棒茶は焙煎の芳ばしい香りが豊かで、自然な

甘みを併せ持っている。しかしながら、香りが良いとは主観的な表現であるとと

もに、これまで棒茶についての詳細な研究は行われていなかった。そこで、本研

究では、棒茶の香り成分を評価し、棒茶の香りの良さを科学的に証明することを

試みた。同時に、おいしさに寄与している味覚成分についても評価した。棒茶の

香り成分、味覚成分を科学的に把握することは、棒茶の魅力発信によるブランド

力向上に役立つと共に、棒茶のさらなる高品質化に役立つものと考えている。 
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棒茶（炒り茶）とは

茎を焙煎したほうじ茶
・石川県で愛飲されている。

（県外は少ない）

・金沢発祥

焙煎の香りが豊か

自然な甘みが豊か



ふるさと認証食品
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１１社の認定

（全品目中最多）

出典：石川県庁ホームページ



歴史
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加賀茶業の流れ

著者：米沢喜六

製作：㈱北国出版社

発行：昭和51年8月18日

明治３５年ごろ林屋新兵衛が荒茶精撰からの出物の内で茎の使用
方法を研究した。茎のままでは味が薄く出が少ないので焙じて売り出
すことを考えた。これが今日の「いり茶」の始まりである。

－「加賀茶業の流れ」抜粋－

金沢発祥
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原料

１番茶 ２番茶 ３、４番茶

葉

茎

煎茶

ほうじ茶

煎茶（雁が音）

棒茶
（１番茶も珍しくない）

焙煎

渋みを和らげるため、焙煎する。



棒茶の香り
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焙煎の香りが豊か

自然な甘みが豊か

香りがよい！！

と言われても、

よくわからない。

科学的に評価



香り分析装置
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フレーバー評価システム

棒茶の分析結果



匂い嗅ぎ評価

GC-MSスペクトル

アロマグラム
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匂い嗅ぎ評価
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焙煎の香り成分が主

花などの甘い香り成分も、

多く含まれている。

(ピラジン類)



茎/葉比較
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葉

茎

茎ほうじ茶は葉ほうじ茶より、

焙煎の香り成分：約1.5倍

花の香り成分：約4倍
(ゲラニオール、リナロール)

(ピラジン類)



増加！

変化！

焙煎の効果
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焙煎

アミノ酸 焙煎の香り

花の香り

茎の特徴は、焙煎で活かされる。

花の香り

花の香り



棒茶の魅力
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焙煎の香り成分が豊富

（葉の約１．５倍）

花の香り成分が豊富

（葉の約４倍）

アミノ酸（テアニン）が豊富

（葉の約２倍）

渋みが少ない



各成分の機能性（報告例）
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ピラジン類（焙煎の香り成分）

テアニン

・リラックス効果

・血液流動性向上作用

・リラックス効果

ゲラニオール、リナロール（花の香り成分）

・リラックス効果

・渋み抑制効果

棒茶の機能性についても、
今後検討する。



棒茶の魅力
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茶茎を焙じた棒茶は、科学的にも個性的である。

また、棒茶の文化は石川県に根付いており、

各お茶屋さんが、棒茶の個性を競っている。

－本セミナー紹介パンフレット より－


